[bookmark: _GoBack]資料1．霊肉界祝福家庭　3日行事の方法　

A．【原則】
１) 期間：日程は自分で定めて頂けますが、必ず3日間連続で行ってください。
２) 時間：3日間同じ時刻に行えるように、時間を定めてください。集中して行える時間帯を選ぶ。
３) 報告：始める前と終わった後に、教会(公職者)に報告してください。

B. 【準備】
1. 準備物：式服、天一国聖燭、真尊影(真の父母様のお写真)、布団
1. 準備過程：
1. 行事を行なう部屋をきれいに掃除し、聖塩で聖別する。
1. 行事前に入浴等で身体を清めます。
1. 地上の祝福者は式服を着用する。（霊人のための式服は準備しなくても可能。2015年4月以降）
事情により、式服を全部完全に着用できなくても失敗ではない。
1. 真尊影を置く。
1. きれいな布団を敷く。
* (霊人の式服を準備した場合)　真尊影の正面に立って、本人を中心に霊人が男性なら本人の右側に式服を置き、霊人が女性であれば本人の左側に式服を置く。

C.　【3日行事　式順】
1. 敬礼　　　
1. 家庭盟誓
1. 祈祷　　　：3日行事を始める感謝の報告祈祷をします。＊１
1. 準備　　　：地上の祝福者は式服のガウンを脱ぐ（チマ・パジ　チョゴリは着たまま）
1. 行事　　　：仰向けで横になり、約5分間そのまま布団の上に横になります。＊２
1.  敬礼　　　：式服のガウンを着て、真の父母様に敬礼をします。
1.  感謝祈祷：3日行事を行ったことを天の前に報告する祈祷をします。＊3

*1.　「今から3日行事を始めますので、最初から最後まで導いてください」と、3日行事の進行を天の前に報告する。
*2.　3日行事の進行方法は、真のお父様の指示に沿って、霊界で霊人たちに教育がなされます。
布団に横になって、夫婦が実際に3日行事をする、という心を持って行事に臨む。
付き添いが伴う場合、付き添いは5分間その場を離れる。
*3.　「今日の3日行事を最初から最後まで導いてくださり感謝いたします」と、報告祈祷をして終了する。

以上で、3日行事の初日が終了。2日目、3日目も同じ時間・同じ方法で3日行事を実施する。（少なくとも前日の儀式開始時間から24時間が経過していること）
最終日となる3日目の感謝報告祈祷は、実体的血統転換を完了した祝福家庭として出発するようになったことを次のように宣言する。「3日行事を通して、天地人真の父母様を中心に夫婦の縁を結び、祝福家庭として新たに出発することができるようにしてくださったことを心から感謝いたします」

D. 【案内】
1）体が不自由であったり、健康状態が良くない場合、付き添いの助けを借りて進行しても問題ありません。
付き添いの方は端正な服装を着用する。また、本人だけで家庭盟誓や祈祷を行なえない場合、補助し、必要によっては代わりに行なうのも可能。
2）既成祝福家庭の中で、相手が3日行事の前に聖和した場合も、上記と同様に進行する。
3）万一、霊肉界家庭出発修錬会に参加した後に、3日行事ができずに地上の祝福者が聖和した場合は、代理者(子孫)が2日修に参加して、聖和した地上の祝福者の解怨後他界報告をしてください。霊界で霊人が3日行事をします。（この場合は、地上で代理者が3日行事の司会進行をする必要はありません。）



資料2.[本人による進行が困難な方]　霊肉界祝福家庭3日行事に対する案内
（施設等に入院などの理由で、代理者が地上の祝福者の代わりに司会進行する場合）

A. 【原則】
1) 資格：直接3日行事を進行できる環境にある地上の祝福者は、代理でしないようにお願いします。
2) 所属教会へ報告：代理者による霊肉界祝福家庭3日行事を希望する場合、祝福者、または代理者が祝福者の所属教会に問い合わせて、教会長の許可を受けて進行するようにしてください。
3) 日程と時間：
1 日程は地上の霊肉界祝福者本人と代理者が相談して決めることが望ましいが、祝福者が病気などの問題で判断することが不可能な場合には、代理者が日程を決め、祝福者に事前に日程を知らせた後、儀式を進行してください。
2 3日行事は3日連続で実施し、3日間同じ時間に進行すること。（少なくとも前日の儀式開始時間から24時間が経過しているようにすること）
3 開始時間を決める際に、地上の祝福者が横になれる時間帯で、かつ３日間とも同じ時間で行える時間を選ぶようにする。（地上の祝福者が就寝する時間帯であってもかまいません。）
4) 祝福者と教会に連絡：3日行事が終わったら代理者は祝福者に3日行事を終えたことを連絡してください。（毎日連絡することを勧めるが、困難な環境の場合は、完全に終了した後に連絡してもかまわない）
また、開始前と3日目終了した後に、教会(公職者)にも報告してください。

B. 【準備】
1)準備物：式服、天一国聖燭、真尊影(真の父母様のお写真)、布団
2)代理者の準備過程：
1 行事を行なう部屋をきれいに掃除し、聖塩で聖別する。
2 真尊影を置く。
3 きれいな布団を敷く。
4 代理者は、地上の祝福者の式服を布団に置く。
5 式服の上に地上の祝福者の写真を置く。霊人の写真は置かない。（絶対善霊になり、地上での姿とは比較にならないほど清い姿になっているため）

C.　【3日行事　式順】
1)敬礼　　　：代理者が真の父母様に敬礼をします｡
2)家庭盟誓：代理者が家庭盟誓をします。
3)祈祷　　　：代理者が3日行事を始める報告祈祷をします。＊１
4)行事　　　：代理者が、約5分間、静かに部屋の中で座って黙祷します＊２
5)敬礼　　　：代理者が真の父母様に敬礼をします。
6)感謝祈祷：代理者が3日行事を行ったことを天の前に報告する祈祷をします。＊3

*1.　「今から3日行事を始めます。祝福者の事情により、代理者が代わりに進行することを許諾してください。霊人が地上の祝福者のところに行って3日行事を行ないますので、 天地人真の父母様がすべての過程を最初から最後まで導いてくださいますように」という、3日行事を行うことを天の前に報告する。
*2.　具体的な進行は、地上の祝福者と霊人の間で行われるため、霊人自体は地上の祝福者のいるところへ行く。この時、祝福者は静かに横になった状態。代理者はこの時間5分間部屋に座って静かに黙祷をする。
*3. 以上で3日行事の初日が終わり、同じ時間・同じ方法で2日目、3日目も3日行事を実施する。
最終日の感謝報告祈祷は、実体的血統転換を完了した祝福家庭として出発するようになったことを次のように宣言する。「○○家庭が、3日行事を通して、天地人真の父母様を中心に夫婦の縁を結び、祝福家庭として新たに出発することができるようにしてくださったことを心から感謝いたします」


＜重要ポイント＞

１．3日間連続で行うことと、同じ時間に実施すること。

２．施設等に入院などの理由で、代理者が別の場所で進行できるかは、所属教会の牧会者の判断。
